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ー表紙の写真についてー

　10 月から 11 月にかけて開催された町総合文化祭。11 月

3 日にはカラオケや舞踊などが披露される芸能発表会が行

われました。写真は、その中からくっちゃん羊蹄太鼓保存

会鼓流 Jr の皆さんの力強い演奏の様子です。

　10 月 15 日から始まった秋の火災予防運動に

伴い、26 日に秋季消防訓練が実施されました。

この日は木造建築密集地帯での火災が想定され

消火および救助活動訓練などを行いました。

　10 月 28 日、町認定農業者協議会による農産

物即売会が開催されました。秋晴れのこの日、

朝から会場に集まった多くの町民が、生産者と

言葉を交わしながら買い物を楽しみました。

　11 月 15 日、町内ホテルにて行われた倶知安

税務署長納税表彰式では小松孝好氏が団体の活

動を通じて納税動議の高揚に功績があったとし

て表彰されました。（写真中央が小松氏）

　11月4日に町総合体育館で町民スポーツフェ

スティバル小学生ドッジボール選手権大会が開

催され、町内の小学生が優勝を目指し、熱戦を

繰り広げました。

まちの 題●話
－ PHOTO SPOT －

火災の発生にくれぐれもご注意を

　10 月 31 日、倶知安小学校で人権教室が行わ

れ、人権に関するアニメや人権擁護委員のお話

しを通して子どもたちは、優しさや思いやりに

ついて学びました。

　合唱や器楽演奏などが披露される町民音楽祭

が 11 月 11 日、町文化福祉センターにて開催さ

れました。写真は、今年結成したばかりのくっ

ちゃんブラスオーケストラによる演奏です。

多年にわたる功績が顕彰されました

誰にでも思いやりの心で 小学生 749名が力を尽くしました

農家さん自慢の味覚が並びました

美しい演奏で会場をひとつに



の
民
生
委
員
と
し
て
、
ま
た
倶
知

安
の
町
内
会
の
中
で
最
多
会
員
数

の
琴
和
町
内
会
会
長
と
し
て
、人
と
地
域
、

地
域
と
町
を
繋
ぐ
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

う
大
河
原
哲
朗
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

大
河
原
さ
ん
は
昭
和
13
年
に
倶
知
安
町

で
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
ま
で
を
こ
の
町
で

過
ご
し
た
後
、
北
海
道
職
員
に
採
用
さ
れ

北
海
道
後
志
支
庁
（
現
在
の
北
海
道
後
志

総
合
振
興
局
）
に
勤
務
し
、そ
の
後
釧
路
、

渡
島
、
上
川
の
各
支
庁
や
本
庁
で
の
勤
務

を
経
て
平
成
10
年
に
退
職
し
た
。

「
い
つ
か
は
郷
里
の
倶
知
安
に
戻
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
両
親
も

倶
知
安
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
退

職
後
す
ぐ
に
こ
の
町
で
の
生
活
を
始
め
ま

し
た
」

　

生
ま
れ
育
っ
た
町
の
生
ま
れ
育
っ
た
地

－ 3－

※まち ひと しごとは不定期連載です
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琴和町内会

会長　大河原　哲朗さん

町

域
に
戻
っ
た
大
河
原
さ
ん
は
、
現
在
、
約

４
３
０
戸
の
世
帯
で
構
成
さ
れ
る
琴
和
町

内
会
の
会
長
と
し
て
、
除
雪
困
難
高
齢
者

宅
の
除
雪
支
援
や
地
域
の
独
居
高
齢
者
宅

の
見
守
り
活
動
、
女
性
部
に
よ
る
老
人
施

設
で
の
奉
仕
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
こ
の
町
を
含
め
、
全
国
的
に
少
子
高

齢
化
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
だ

と
考
え
て
お
り
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

除
雪
支
援
や
見
守
り
活
動
も
、
そ
の
時
代

に
合
わ
せ
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
」

大
河
原
さ
ん
は
、
今
後
も
地
域
の
声
を

し
っ
か
り
と
聴
き
取
り
な
が
ら
、
で
き
る

こ
と
は
や
っ
て
い
き
た
い
と
話
す
。

「
住
民
の
困
り
ご
と
な
ど
は
、
そ
の
全

て
を
行
政
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は

同
じ
地
域
で
暮
ら
す
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
探
し
、
や
っ
て
み
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
は
琴
和
町
内
会

に
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
」

琴
和
町
内
会
は
、
地
域
住
民
が
自
分
た

ち
で
資
金
を
準
備
し
、
町
内
会
館
を
建
設

し
た
経
緯
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
当
時
か
ら

何
で
も
行
政
に
お
願
い
す
る
の
で
は
な

く
、
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
の
力
で

や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
考
え
が
し
っ
か
り

と
あ
っ
た
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
う
中
で
、

支
援
を
受
け
た
人
た
ち
か
ら
は
、
人
と
会

え
る
こ
と
、
お
話
を
で
き
る
こ
と
が
何
よ

り
嬉
し
い
と
い
う
声
を
聞
く
と
同
時
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
け
で
な
く
、
町
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
り
、
地
域

の
人
た
ち
の
絆
も
深
ま
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
」

町
内
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
重

要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。
一
方
で
全

国
的
に
そ
の
加
入
率
は
減
少
傾
向
と
な
っ

て
お
り
、
倶
知
安
町
で
は
町
民
が
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
た
め
、
町

内
会
へ
の
加
入
促
進
を
目
的
と
し
た
条
例

の
制
定
を
目
指
し
て
い
る
。

「
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
人
と
人
が
関

わ
り
合
う
こ
と
が
、
町
内
会
で
行
う
取
り

組
み
の
成
果
と
し
て
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
」み

ん
な
で
や
る
か
ら
楽
し
く
で
き
る
。

大
河
原
さ
ん
は
こ
の
取
材
の
中
で
、
そ
う

話
し
て
い
た
。
町
内
会
と
い
う
組
織
の
中

で
、
関
わ
る
多
く
の
人
が
笑
顔
に
な
る
こ

と
が
、
地
域
の
元
気
に
繋
が
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
。　

　

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
が

地
域
を
さ
ら
に
元
気
に



農業について

国の経営所得安定対策などについて
　制度の改正などが進められる中、農業者の経営所
得安定に向けて必要な対策であることから、関係機
関と連携しながら国に対し要望していきます。
鳥獣駆除について
　ヒグマ・アライグマなどが増加しており、その対
策として各種補助制度を実施しています。
新規就農サポート事業について
　次世代の農業者確保に向けて平成 28 ～ 32 年度ま
での計画の中で、様々な支援事業などを実施します。
国営かんがい排水事業中後志地区について
　双葉ダムの老朽化や各頭首工、幹線用水路の改修
などについて、継続して調査を実施しています。

北海道新幹線・高速道路・まちづくりについて

後志自動車道路（高速道路）について
　平成 28 年度事業化した高速道路については、その位置を含め、今後明
らかになり次第、随時お知らせしていきます。
北海道新幹線・まちづくりについて
　二ツ森トンネルは本年 5 月より着工。羊蹄トンネルは工事業者が決定し、
今後シールド工法により掘削を予定しています。
　また、昨年より模擬高架橋による雪氷試験を開始しており、今年も継
続して調査を実施。高架による新幹線の位置決定に向けた調査とあわせ、
その結果に基づき、今後事業用地を決定していきます。
　なお、町では新幹線事業に係る移転対象者に対し宅地の造成を予定し
ており、移転後の居住形態の意向調査を今後実施します。また、倶登山
橋の架け替え工事や北７条通の整備についても今後予定しています。

観光について

（仮称）観光中核施設整備について
　今年度 2 回実施した指名競争入札が不調に終わっ
たため、再度一般競争入札を予定しています。（完
成予定は平成 31 年 3 月に変更）
宿泊税について
　国内外から観光客が訪れるリゾート「ニセコひら
ふ」の自然を守り、世界に誇る国際山岳リゾート
“ くっちゃん ” の質と魅力を向上させるため、平成
31 年 11 月の条例施行を目指し検討を進めています。
民泊について
　多様化する宿泊ニーズに対して一定のルールを定
める住宅宿泊事業法が平成 30 年 6 月施行されます。

合同納骨塚について

　少子高齢化や核家族化により、お墓の承継・維持
管理が困難な方や経済的理由によりお墓の建立や寺
院での納骨ができない方、葬送の多様化に対応する
ことを目的に合同納骨塚を建立します。

統合保育所について

　平成 30 年 4 月の開所を目指す統合保育所の建設
工事が進んでいます。それに伴い、既存の施設は以
下のとおり他の用途に利用するか取り壊します。

－ 4－－ 5－

今年のまちづくり懇談会と最近の傾向

事業のポイント

　現在、町が進めている事
業は多岐にわたりますが、
今回のまちづくり懇談会で
は、皆さんの関心がありそ
うな事柄について、情報共
有しておくべき事業として

「お金のかかるもの」や「町
民の生活に関わるもの」、
また「町の未来にむけたも
の」に絞って概要の説明を
しました。

町長、教えて！

今年のまちづくり懇談会は、以下の日程で町長が 10 会場に出向き、111 名の参加がありました。
日 月 火 水 木 金 土

10/20
東地域会館

10/23
琴和福祉会館

10/25
サン・スポーツランドくっちゃん
中小企業センター

10/27
高砂地域センター

10/28
北地域会館
南地域会館

11/1
東部地域会館

11/2
克雪管理センター

11/6
八幡地域センター

役場新庁舎建設について

　建設から 50 年以上が経過した役場庁舎は、①建
物の老朽化、②利便性の低下、③耐震性の不足など
の諸問題を抱えており、町では現在、建て替えに向
けた準備を進めています。
　新庁舎は耐震性・安全性に優れ、より良い住民サー
ビスを提供できるよう、「まちづくりの拠点」とな
ることを基本理念として建設します。平成 32 年度
中の完成を目指し、今年度は 5 月に策定した庁舎建
設基本構想をもとに、町民ワークショップを開催す
るなどし、基本計画・基本設計業務を進めています。

ごみ問題について

　ひらふスキー場第 1・2・3 町内会地区で昨年 12
月より行ってきた新たなごみの排出・収集方法の試
行を今年度も継続して行います。そのほか、正しい
ごみの分別・排出の徹底のため以下の対応をしてい
きます。

○外国籍住民も含め、転入・転居時に住民窓口での個別
　指導を強化する
○雇用主に対し従業員への指導について協力を求める
○要請があれば出前講座を積極的に行う
○外国籍住民向けにパンフレットを配布する
○ごみステーションに混在する違反ごみについて、町内
　会と連携し、適切な対応を行う

子育て支援センター 南児童館

倶知安保育所 取り壊し

みなみ保育所 取り壊し

八幡保育所 八幡地域センター

八幡地域センター 取り壊し

建 立 場 所 旭ケ丘霊園内

埋蔵予定量 800 体

使用料など 算定および使用者要件については検討中
（12 月定例議会に提案）

工 期 平成 29 年 9 月 29 日～ 12 月 11 日

工 事 費 4,212 千円　※調査設計費を除く

　町長が町民の皆さんとまちづくりについて意見交換を行う「まちづくり懇談会」。
この懇談会は、町が現在進めている取り組みの状況などについて説明を行い、理解を
深めてもらうとともに、対話を通して町民の皆さんから要望や意見を聞き、今後のま
ちづくりに反映させていくことを目的として毎年開催されています。
　今月の特集では、今年のまちづくり懇談会で町長から説明のあった事項や町民との
懇談内容などについてその一部を紹介するほか、まちづくり懇談会のあり方について
考えます。
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福島町長 就任 西江町長 就任

まちづくり懇談会参加者数の推移（平成19年～29年）

111

207203
　昨年と今年については減少傾向が顕著にみられます
が、これは近年大型事業が進められる中で、それぞれの
事業に関係する地域住民への説明会などの機会が増加し
ていることが一因であると考えられます。

最近の傾向



年
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

で
は
、
若
い
世
代
の
方
々

か
ら
の
未
来
を
見
据
え
た
前
向
き

な
要
望
や
、
今
後
の
考
え
方
の
参

考
と
な
る
よ
う
な
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
非
常
に
印

象
的
で
し
た
。

町
内
会
行
事
な
ど
の
機
会
に
も

気
軽
に
皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
町
内
会
や
団
体
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と
の

で
き
る
こ
の
懇
談
会
は
、
よ
り
多

く
の
町
民
の
声
を
聞
く
こ
と
の
で

き
る
非
常
に
大
切
な
機
会
と
捉
え

て
い
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
よ

り
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す
い
よ

－ 7－

今
年
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
に

参
加
し
た
佐
藤
裕
さ
ん
に
話
を
聞

き
ま
し
た
。

た
ち
町
民
に
と
っ
て
子
育

て
や
観
光
な
ど
関
心
の
あ

る
事
柄
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

自
分
に
あ
ま
り
関
わ
り
の
な
い
事

柄
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
と
い
う

人
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
西

江
町
長
が
就
任
し
て
か
ら
、
大
き

な
事
業
に
つ
い
て
は
個
別
に
説
明

会
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
幅
広
く
町
の
動
き
を
知
る

機
会
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

は
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
町
長

に
日
頃
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
気
軽
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
の
に
、
参
加

者
が
少
な
い
の
は
非
常
に
残
念
な

こ
と
で
す
。
懇
談
の
内
容
が
明
確

で
な
い
た
め
参
加
し
づ
ら
い
と
思

う
町
民
も
多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。町

は
、
町
民
の
理
解
を
得
な
が

ら
協
働
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く

た
め
に
、
役
場
庁
舎
建
設
や
北
海

道
新
幹
線
な
ど
現
在
進
め
て
い
る

事
業
の
情
報
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
い
る
段
階
で
広
報
紙
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
積
極
的
に

発
信
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
か
ら
年
配
の
方
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
で
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
町
全

体
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

倶知安町町内会連合会

会 長 佐　藤　　裕　さん
（南町協和会会長）

情
報
公
開
に
よ
り
親
し
み
や
す
い
行
政
へ

アパートなどのごみステーションの設置義務について
町民の声 町の回答

　現在、新築も含め多くのアパートが建設されている
が、住人が町内会に未加入であり、ごみのルールを守
らないので困っている。アパートなどのごみステー
ション設置を義務づけられないか。

　町の条例では、8 戸以上の場合ごみステーションの
設置を努力義務としており、近年 8 戸以上の新築に
ついては全て協力をいただいている。また、町内会の
加入については、本年度から転入時のごみの排出指導
とあわせて呼びかけている。

エキノコックスの感染について
町民の声 町の回答

　市街地にキツネが出没したりフンが落ちていてエキ
ノコックスの感染が心配なので、町の感染率を数字で
示してほしい。

　町では、約 10 年前から駆虫剤入りベイトの散布に
よりエキノコックス発生の抑制に努めており、感染率
については当初 24㌫だったものが平成 26 年度には 6
～ 7㌫まで減らすことができているので感染について
ほぼ問題ない状況。

宿泊税について
町民の声 町の回答

　町が検討している宿泊税について、北海道も検討し
ているようだが、その整合性はとれているのか。

　町は宿泊税として取り組んでいるが、道は観光税と
して検討を進めている。今後も国・道と協議しながら
進めていきたい。

旧東陵中学校の利用について
町民の声 町の回答

　建物の全てを残す・壊すのではなく、半分だけ壊し
て残りを利用するなど色々検討してみてはどうか。

　当面は最低限の維持管理をし、将来的に利用価値が
ないとなれば解体して売却するのがいいと思ってい
る。皆さんからの意見などを踏まえて今後検討してい
きたい。

分別されていないごみの回収について
町民の声 町の回答

　ごみの分別を理解していない人が多く、回収されな
いごみも多い。それらのごみについては、回収されな
い理由を明らかにし、町内会でステッカーを貼るなど
したらどうか。

　分別されていないごみなどについては、回収する業
者が啓発ステッカーを貼っている。今後、このような
ごみを減らすために町内会と連携して指導するよう担
当課と協議しながら進めていきたい。

－ 6－

　各会場における懇談内容について、その一部を紹介します。

一人でも多くの町民と語り合いたい
西　江　栄　二　町長

う
、
時
期
や
時
間
帯

に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
と
と

も
に
、
日
頃
か
ら
町

政
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

私

今

農業基盤整備に対する補助制度について
町民の声 町の回答

　農業基盤整備に対する補助制度について、農業者に
とってメリットが大きかったので今後も継続してほし
い。また、新たな制度があれば活用したい。

　この制度の今後を注視し、新たな事業制度について
は道に要望していきたい。

ちづくり懇談会は、参加者にとっては町長から
直接事業の説明を聞くことができ、また町にとっ

ては町民の声を直に聞くことができる貴重な機会で
す。参加者が減っているという現状はあるものの、よ
りよいまちづくりのためにはまちづくり懇談会のよう
な機会が必要不可欠なのではないでしょうか。
　しかし、事業の説明と意見交換のどちらにおいても、
多くの町民が集うことでこの懇談会がより活発になる

ことは間違いないでしょう。開催にあたっては、説明
内容を事前に明らかにすることや、より多くの町民に
参加してもらえる時間帯の設定、また地域の行事にあ
わせた開催も検討していく必要があると考えます。
　各事業における情報公開や、町民の声をていねいに
聞き取ること。そのことが、行政が町民から求められ
ることであり、協働のまちづくりへの第一歩なのでは
ないでしょうか。

　今年の参加者は、近年で最も少ない数となりました。
今後のまちづくり懇談会をさらに有意義なものにする
ためには、懇談の方法などについて検討が必要です。
そこで今回は、主催者である町長と参加者のひとりに
話を聞くとともに、まちづくり懇談会のあり方につい
て考えます。

ま



き
る
だ
け
水
分
を
控
え
る
よ
う
心
掛
け
、

ど
う
し
て
も
飲
み
た
い
場
合
は
味
が
付
い

て
い
る
物
や
カ
フ
ェ
イ
ン
が
含
ま
れ
て
い

る
物
を
避
け
て
、水
か
麦
茶
を
少
量（
コ
ッ

プ
１
杯
程
度
）飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
主
治
医
か
ら
水
分
摂
取
の
指
示
が
あ
る

方
は
夜
間
排
尿
の
状
況
を
伝
え
て
要
相
談

塩
分
を
控
え
る

　

塩
分
を
摂
る
と
水
分
も
摂
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
薄
味
で
も
量
を
多
く
食
べ
る
と
塩

分
の
摂
り
過
ぎ
に
な
り
ま
す
の
で
日
頃
か

ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
夕
食
は
、

素
材
の
味
を
楽
し
む
メ
ニ
ュ
ー
を
心
掛

け
、
塩
分
と
食
事
量
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
味
噌
汁
・
漬
物
・
味
の
濃
い
お
か

ず
な
ど
を
な
る
べ
く
控
え
て
、
市
販
品
よ

り
も
薄
い
味
付
け
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

寝
る
前
に
必
ず
排
尿
す
る

　

寝
る
前
の
排
尿
は
、
尿
意
が
無
く
て
も

必
ず
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
尿
が
全
て
出
切

ら
な
い
場
合
は
、
歯
磨
き
や
着
替
え
る
前

と
布
団
に
入
る
直
前
の
２
回
排
尿
し
て
、

膀
胱
を
空
に
す
る
こ
と
で
朝
ま
で
お
し
っ

こ
を
た
く
さ
ん
溜
め
ら
れ
る
状
況
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

生
活
を
見
直
し
て
も
排
泄
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
医
師
に
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
町
福
祉
医
療
課
保
健
指
導
係

　

☎
23
―
０
５
０
０

いきいき健康ライフ

　絵本の読み聞かせは、想像力・理解力・集中力など
の育成に繋がるといわれており、読み手と聞き手の絆
を強めるものでもあります。
　10 月 30 日（月）、読み聞かせの会「ぐりとぐら」が、
30 年以上にわたり子どもたちの健やかな成長を支援
する活動に意欲的に尽力したとして知事感謝状の贈呈
を受けました。
　「ぐりとぐら」は昭和 57 年に発足して以来、町内
外の幼稚園、小学校や育児サークルなどに出向き、主
に子どもや子育て中のお父さん・お母さんに向けて絵
本の読み聞かせや語りの活動を行っています。
　会員の皆さんは、「家庭での読み聞かせにルールは

－9－ －8－

住
ま
い
の
心
構
え

　

年
末
年
始
は
帰
省
し
、
離
れ
て
暮
ら
し

て
い
る
家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
50
年
代
の
高
齢
者
の
世
帯
構
成

は
、
3
世
代
世
帯
同
居
が
半
数
を
占
め
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
に
は
約
13
㌫
と

な
り
約
４
分
の
１
に
減
少
し
、
単
身
や
夫

婦
の
み
と
い
う
高
齢
者
世
帯
が
約
6
割
を

占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
世
帯
構
成

の
変
化
と
と
も
に
、
老
後
を
ど
こ
で
ど
の

よ
う
に
過
ご
す
の
か
、
住
み
方
も
多
様
化

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

老
後
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、

ど
こ
で
過
ご
し
た
い
か
と
い
う
調
査
で
は

「
自
宅
」
を
希
望
す
る
人
が
一
番
多
く
、

次
い
で「
施
設
な
ど
」と
い
う
結
果
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

施
設
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
か
と
い

う
と
、ま
ず
介
護
保
険
施
設
が
あ
り
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

常
時
介
護
が
必
要
な
人
に
対
し
、
生
活

全
般
に
わ
た
っ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。（
原
則
、
要
介
護
３
以
上
の
方
）

介
護
老
人
保
健
施
設

　

病
院
と
自
宅
の
中
間
施
設
で
、
介
護
や

看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
。（
要
介
護
１
以
上
の
方
）

介
護
療
養
型
医
療
施
設

　

医
療
機
関
で
の
長
期
療
養
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
。（
要
介
護
１
以
上
の
方
）

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　

認
知
症
の
人
が
少
人
数
で
介
護
を
受
け

子育て支援センターだより

こ ど も の ひ ろ ば
　

夜
中
の
尿
が
心
配
と
い
う
方
は
い
ま
せ

ん
か
。夜
間
に
尿
意
で
起
き
て
し
ま
う
方
、

漏
れ
る
の
で
オ
ム
ツ
や
パ
ッ
ト
で
対
応
し

て
い
る
方
な
ど
頻
度
や
状
況
は
さ
ま
ざ
ま

だ
と
思
い
ま
す
。
排
泄
の
問
題
は
年
齢
を

問
わ
ず
本
人
は
も
ち
ろ
ん
ご
家
族
も
身
体

的
・
精
神
的
負
担
が
大
き
い
こ
と
の
一
つ

で
す
。
最
近
は
、
大
き
な
子
ど
も
用
オ
ム

ツ
や
大
人
用
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
な
ど
市
販
品

が
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
で
き
れ
ば
朝
ま

で
安
心
し
て
眠
り
た
い
も
の
で
す
。

　

夜
間
の
尿
に
悩
ん
で
も
「
病
院
受
診
は

…
」
と
た
め
ら
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
生
活
習
慣
の
改
善
を
お
勧

め
し
ま
す
。

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

　

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
で
排
泄
の

リ
ズ
ム
も
整
い
ま
す
。
便
秘
は
お
し
っ
こ

を
溜
め
る
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
な
る
の
で
、

そ
の
改
善
も
大
切
で
す
。
ま
た
夕
食
の
時

間
を
寝
る
２
時
間
前
ま
で
に
決
め
て
終
え

る
よ
う
に
し
、
家
族
で
協
力
し
て
早
寝
の

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
お
風
呂

あ
が
り
は
ジ
ュ
ー
ス
・
ア
イ
ス
・
牛
乳
な

ど
を
摂
る
習
慣
を
家
族
み
ん
な
で
控
え
、

水
や
麦
茶
を
コ
ッ
プ
１
杯
程
度
に
控
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

水
分
摂
取
は
日
中
へ

　

朝
食
や
午
前
中
に
水
分
摂
取
を
増
や
し

ま
し
ょ
う
。
朝
食
に
ス
ー
プ
や
味
噌
汁
な

ど
を
摂
り
、
夕
食
ま
で
の
間
に
少
量
ず
つ

水
分
を
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。
夕
食
後
は
で

長年の活動に対し、知事感謝状

ないので、上手に読め
なくても大丈夫。お父
さん・お母さんには、
絵本の読み聞かせを通
してしっかり子どもと
向き合う時間を大切に
してもらいたい」と話
していました。

読み聞かせの会「ぐりとぐら」

夜
の
お
し
っ
こ

な
が
ら
共
同
生
活
を
送
る
。（
要
支
援
２

以
上
の
方
）

　

近
年
増
え
て
き
て
い
る
住
ま
い
と
し

て
、
終
身
利
用
権
方
式
で
入
居
す
る
有
料

老
人
ホ
ー
ム
と
、
賃
貸
住
宅
方
式
の
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
が
あ
り
ま

す
。（
町
内
に
は
あ
り
ま
せ
ん
）

有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

介
護
、
食
事
、
家
事
、
健
康
管
理
の
い

ず
れ
か
を
提
供
し
、
施
設
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
「
介
護
付
」
と
、
外
部
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
「
住
宅
型
」
が

あ
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

　

安
否
確
認
や
生
活
相
談
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
提
供
す
る
賃
貸
住
宅
で
、
必
要
に
応
じ

外
部
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
。

　

自
立
の
人
で
も
入
居
が
で
き
る
の
で
、

住
み
替
え
先
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
入
居
に
必
要
な
費
用
や
設
備
、
サ
ー

ビ
ス
内
容
な
ど
、
運
営
す
る
事
業
者
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

自
宅
で
自
由
に
過
ご
す
の
か
、
施
設
や

高
齢
者
向
け
住
宅
で
安
心
し
て
過
ご
す
の

か
。
難
し
い
選
択
で
す
が
、
い
ざ
と
い
う

時
慌
て
な
い
よ
う
考
え
て
お
き
た
い
で
す

ね
。

問
町
福
祉
医
療
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
☎
23
―
０
１
０
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1 月の広場のお知らせ
あいあい広場（0 歳）　　　  1 月　10 日（水）
きらきら広場（1 歳）　　　  1 月　17 日（水）
のびのび広場（2・3 歳）　　1 月　24 日（水）
どの広場も節分の制作をします。
■申込／ 12 月 4 日（月）9 時 30 分～

子育て講座（ヨガ）
■日時／ 12 月 22 日（金）10 時～ 11 時 30 分
■場所／町保健福祉会館
■持ち物／ヨガマット（バスタオル）、飲み物（2 人分）
※動きやすい服装で参加してください（託児有）
■申込／ 12 月 4 日（月）9 時 30 分～
※ 12 月 22 日（金）午前は講座開催のため閉館

子育て支援センター（南 2 東 1）☎ 22 － 0419
開館時間 9 時 30 分～ 12 時、13 時～ 16 時

（11 月～ 3 月）
（正午～ 13 時は玩具などの消毒のため一時閉館）

休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
年末年始：12 月 31 日（日）～ 1 月 5 日（金）まで

全
員
で
心
を
ひ
と
つ
に

学
芸
会
・
学
習
発
表
会

　

町
内
各
小
学
校
で
学
芸
会
や
学
習
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
音

楽
の
授
業
で
習
っ
て
い
る
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
や
リ
コ
ー
ダ
ー
の
他
、
練
習
を
重
ね
て

き
た
劇
や
合
唱
な
ど
を
披
露
す
る
と
会
場

は
大
き
な
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

10
月
21
日
（
土
）

　

東
小
学
校
・
北
陽
小
学
校

　

西
小
学
校
樺
山
分
校

10
月
22
日
（
日
）

　

西
小
学
校
・
倶
知
安
小
学
校

▲知事感謝状の贈呈を受けたことを
　町長に報告する「ぐりとぐら」の
　皆さん（11 月 9 日）



　

②
平
成
30
年
３
月
１
日
～
平
成
30
年
３

　
　

月
20
日

町
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）
に

チ
ラ
シ
が
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
22
―
４
１
５
１

冬
の
運
動
不
足
解
消
の
た
め
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
活
動
期
間
／
12
月
16
日
㈯
～
平
成
30
年

　

3
月
末

■
活
動
日
／
火
曜
日
を
除
く
毎
日
、
9
時

　

30
分
～
16
時

■
活
動
場
所
／
き
た
ろ
く
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
そ
の
他
／
会
費
、
貸
し
ス
キ
ー
無
料
、

　

休
憩
所
有
、
参
加
希
望
者
は
左
記
ま
で

問
田
村
☎
０
９
０
―
８
３
７
１
―
５
６
３
１

　

渡
辺
☎
０
９
０
―
５
２
２
６
―
４
７
２
６

■
日
時
／
平
成
30
年
１
月
５
日
㈮
10
時
～

■
場
所
／
ホ
テ
ル
第
一
会
舘

■
会
券
代
／
千
円

■
申
込
／
12
月
22
日
㈮
ま
で
に
町
総
務
課

　

総
務
係
ま
た
は
倶
知
安
商
工
会
議
所
に

て
会
券
を
ご
購
入
く
だ
さ
い

問
町
総
務
課
総
務
係
☎
56
―
８
０
０
０

エ
キ
ス
パ
ー
ト
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
平
成
30
年
１
月
６
日
㈯
９
時
～

　

受
付

■
会
場
／
グ
ラ
ン
・
ヒ
ラ
フ
ス
キ
ー
場

■
参
加
資
格
／
Ｓ
Ａ
Ｊ
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト
１

　

級
以
上
、
今
年
度
の
Ｓ
Ａ
Ｊ
会
員
登
録

　

者
で
15
歳
以
上
の
方

■
競
技
種
目
／
小
回
り
（
整
地
）、
小
回

　

り
（
不
整
地
）、
大
回
り
（
整
地
）

■
参
加
料
／
2
千
円

■
締
切
／
12
月
27
日
㈬
正
午
ま
で

■
申
込
方
法
／
参
加
料
持
参
の
う
え
、
町

総
合
体
育
館
へ

問
町
総
合
体
育
館
☎
22
―
２
２
８
８

■
日
時
／
12
月
12
日
㈫
10
時
～
12
時

■
場
所
／
町
保
健
福
祉
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容
／

　

⑴
生
活
困
窮
に
関
す
る
相
談

　

⑵
法
律
に
関
す
る
相
談

　

⑶
介
護
や
生
活
、
健
康
に
関
す
る
相
談

　

⑷
仕
事
や
雇
用
に
関
す
る
相
談

　

⑸
そ
の
他
／
右
記
を
含
め
て
専
門
家
に

　
　

お
つ
な
ぎ
し
ま
す

■
相
談
費
用
／
無
料

■
受
付
／
受
付
不
要
。
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
し
り
べ
し
圏
域

　

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
く
ら
し
・
し
ご
と

　

相
談
処
し
り
べ
し

　

☎
０
１
３
５
―
48
―
６
２
２
７

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
歳
末
を
暖
か

く
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
毎
年
恒
例

の
歳
末
物
資
配
分
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

配
分
物
資
の
受
付
も
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。（
不
用
品
を
処
理
す
る
目
的
で
の
寄

贈
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

■
対
象
者
／
町
内
に
お
住
ま
い
の
生
活
困

　

窮
世
帯
（
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い

　

る
方
を
含
む
）

■
日
時
／
12
月
20
日
㈬
、
10
時
～

■
会
場
／
町
保
健
福
祉
会
館
会
議
室

問
町
社
会
福
祉
協
議
会
☎
22
―
４
１
５
０

■
日
時
／
平
成
30
年
１
月
13
日
㈯
10
時
～

　

15
時
、
14
日
㈰
10
時
～
14
時

■
場
所
／
絵
本
館
2
階
（
青
少
年
セ
ン

　

タ
ー
）

２
０
１
8
年
（
平
成
30
年
）
版
の
カ
レ

ン
ダ
ー
・
手
帳
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る

場
合
は
絵
本
館
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
タ
オ
ル
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
も
受
け
付

け
ま
す
）
開
催
前
日
ま
で
受
付
。

な
お
、
売
上
金
は
、
お
話
し
会
の
材
料

費
、
本
の
修
理
、
絵
本
の
寄
贈
な
ど
に
あ

て
ら
れ
ま
す
。

問
絵
本
館
を
育
て
る
会
☎
22
―
０
０
５
５

■
日
時
／
平
成
30
年
１
月
７
日
㈰
14
時
～

　
（
受
付
13
時
）

■
場
所
／
町
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
／
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成

　

10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

■
そ
の
他
／

　

①
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
は
12
月
上
旬

　
　

に
案
内
を
発
送
し
ま
す

　

②
現
在
、
就
学
・
就
職
な
ど
で
倶
知
安

　
　

町
に
住
民
票
が
な
い
場
合
で
も
出
席　
　

　
　

で
き
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
左
記
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

問
町
社
会
教
育
課
☎
22
―
４
１
５
１

　

援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

が
外
見
か
ら
で
は
分
か
ら
な
い
（
義
足
や

人
工
関
節
、
内
部
障
が
い
、
発
達
障
が
い
、

妊
娠
初
期
な
ど
の
）
方
に
「
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
申
請
場
所
／
町
保
健
福
祉
会
館

問
福
祉
医
療
課
福
祉
係
☎
23
―
０
５
０
０

女
性
を
対
象
に
電
話
、
面
談
に
よ
る
専

門
家
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
／
12
月
６
日
㈬
※
予
約
優
先

■
分
野
／
子
育
て

■
相
談
員
／
北
川
仁
美
（
一
般
社
団
法
人

　

ア
イ
エ
ム
ア
イ
理
事
長
）

　

詳
し
く
は
電
話
ま
た
は
HP
を
確
認

　

h
ttp

:/
/

w
w

w
.l-n

o
rth

.jp
/

katsuyaku/

問
北
海
道
女
性
の
活
躍
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
１
―
２
０
４
―
５
７
１
１

全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
空
き

家
」。
建
物
は
所
有
者
の
「
財
産
」
な
の

で
、
空
き
家
に
つ
い
て
も
、
町
が
積
極
的

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
所
有
し

て
い
る
空
き
家
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
本
格

的
な
雪
が
降
る
前
に
建
物
と
敷
地
の
管
理

（
除
雪
・
落
雪
対
策
、
冬
囲
い
）
に
つ
い

て
、
今
一
度
ご
確
認
と
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
通
行
人
な
ど
第
三
者
に
危

害
を
及
ぼ
す
よ
う
な
管
理
不
全
の
空
き
家

で
、
所
有
者
な
ど
と
連
絡
が
取
れ
な
い
、

ま
た
は
対
応
し
て
く
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
町
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
お
隣
同
士
の
関

係
に
限
定
さ
れ
る
場
合
は
、
町
が
関
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

町内の各種グループ・サークルの催しなどをお知らせください
※掲載希望月の前月 10 日までに総合政策課企画振興室広報広聴係へ要連絡

納税だより

暮らしの

Information

－11－ －10－

【医療費控除およびその「特例」について】

　医療費控除は、その年の 1月 1日から 12 月 31 日までの

間、自己または自己と生計を一にする配偶者やその他の親

族のために、一定額以上の医療費を支払った場合に、申告

により所得控除を受けられる制度です。

※医療費自体が戻るのではなく、課税のもととなる所得金

　額の減額により税金が安くなる制度です

・平成 29 年分の確定申告から、領収書の添付が不要（5年

　間は自宅で保存が必要）となる代わりに「医療費控除の

　明細書」（国税庁様式）の提出が必要です。（保険者から

　の「医療費のお知らせ」などの通知の添付により、その

　明細の記入の省略可）。その年に支払った金額のみ対象

　となります。申告前に医療費控除の明細書を活用し、領

　収書などの整理をしておくと便利です

・生命保険契約などの入院費給付金や健康保険などで支給

　される高額療養費・家族療養費など、保険金による補て

　ん分がある場合には支払った医療費の金額から差し引き

　ますのでご留意ください

北
海
道
女
性
の
活
躍
支
援
セ
ン

タ
ー
専
門
家
相
談
会

■
勤
務
先
／
倶
知
安
保
育
所

■
雇
用
期
間
／
平
成
30
年
１
月
～
（
６
カ

　

月
後
更
新
有
、
最
長
で
平
成
31
年
3
月

　

末
ま
で
）

■
勤
務
時
間
／
月
～
金
曜
日
、
７
時
45
分

　

～
18
時
ま
で
の
間
の
８
時
間
程
度
、
土

　

曜
日
は
交
代
で
最
大
２
回
程
度
の
出
勤

■
勤
務
内
容
／
保
育
業
務
全
般

■
応
募
資
格
／
町
内
在
住
で
保
育
士
資
格

　

所
持
者（
近
隣
町
村
在
住
者
は
要
相
談
）

■
賃
金
／
町
規
定
に
よ
る
月
額
賃
金
（
社

　

保
、
雇
用
保
険
有
）

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

か
ら
の
紹
介
状
を
添
え
て
12
月
22
日
㈮

ま
で
に
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

問
倶
知
安
保
育
所
☎
22
―
１
５
９
４

防
衛
大
学
校
（
一
般
・
後
期
）

■
受
験
資
格
／
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
高

　

卒
者
ま
た
は
高
専
3
年
次
修
了
者
（
見

　

込
含
）

■
受
付
期
間
／
平
成
30
年
1
月
20
日
㈯
～

　

１
月
26
日
㈮

■
試
験
期
日
／
平
成
30
年
2
月
17
日
㈯

　
（
一
次
）、
3
月
9
日
㈮
（
二
次
）

高
等
工
科
学
校
生
徒

■
受
験
資
格
／
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）

　

17
歳
未
満

■
受
付
期
間
／
11
月
1
日
㈬
～
平
成
30
年

　

1
月
9
日
㈫

■
試
験
期
日
／
平
成
30
年
1
月
20
日
㈯
（
一

次
）、
2
月
1
日
㈭
～
4
日
㈰
（
二
次
）

問
倶
知
安
地
域
事
務
所
☎
23
―
３
５
４
０

　

笹　

山　

武　

市
☎
22
―
２
４
３
３

　

佐
名
木　

幸　

子
☎
22
―
４
３
０
２

空
き
家
の
管
理
に
つ
い
て

非
常
勤
職
員
（
保
育
士
）

募

集

開

催

周

知

　

清　

水　

礼　

子
☎
22
―
０
０
７
５

　

古　

谷　

和　

之
☎
23
―
３
１
６
５

■
募
集
期
間
／
12
月
１
日
㈮
～
14
日
㈭

一
般
世
帯
向
け
（
家
族
向
け
）

・
南
６
条
団
地
（
南
６
東
５
）

浴
室
・
浴
槽
無

３
Ｄ
Ｋ

１
戸

・
南
９
条
団
地
（
南
９
西
２
）

　

浴
室
有
、
浴
槽
無　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

修
繕
な
ど
が
完
了
し
て
か
ら
の
入
居
に

な
り
ま
す
の
で
、
入
居
可
能
に
な
る
ま
で

日
数
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
は
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
建
設
課
住
宅
係
☎
56
―
８
０
１
２

■
対
象
／
18
歳
以
上
の
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集

■
活
動
場
所
／
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
、
グ
ラ

　

ン
ヒ
ラ
フ
ス
キ
ー
場
、
花
園
ス
キ
ー
場

■
主
な
活
動
日
／
ス
キ
ー
場
の
活
動
期
間

　
（
12
月
中
旬
～
4
月
下
旬
の
休
日
お
よ

　

び
祝
祭
日
）

■
年
会
費
／
2
千
円

■
そ
の
他
／
入
会
後
に
救
急
法
、
雪
上
安

全
法
Ⅰ
・
Ⅱ
の
資
格
取
得
が
で
き
ま
す

問
倶
知
安
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
赤
十
字
奉

仕
団
事
務
局
☎
０
９
０
―
１
９
３
０
―

２
０
６
８
（
野
中
）

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
自
宅
で
学
べ
る
正

規
の
大
学
で
す
。
15
歳
以
上
の
方
な
ら
学

力
審
査
な
し
で
書
類
選
考
の
み
で
入
学
で

き
ま
す
。

【
出
願
期
間
】

　

①
12
月
１
日
～
平
成
30
年
２
月
28
日

ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会

新
年
交
礼
会

「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
の
配
布
に
つ
い
て

歳
末
物
資
配
分

自
衛
官
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
赤
十
字
奉
仕
団

歩
く
ス
キ
ー
の
会
会
員

く
ら
し
・
な
ん
で
も
巡
回
相
談
会

　医療費控除の「特例」（セルフメディケーション税制）

制度が平成 29 年分の確定申告から始まります。こちらは

従来（上記）の医療費控除と違い、定期健診などを受け健

康の維持増進および疾病の予防への「取組」を行っている

と認められる方が購入した、一定の医薬品の費用の一部に

ついて所得控除が認められる制度です。

※この特例を受けると従来の医療費控除を受けられず、ど

　ちらを適用するか選ぶことになります。また、提出する

　明細書も従来の医療費控除とは別の様式です

・申告の際に必要な取組の証明書類や該当医薬品、明細書

　の記載方法など、詳しくは国税庁および厚生労働省ホー

　ムページをご参照ください

問町税務課住民税係☎ 56 ー 8003

カ
レ
ン
ダ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
市

成
人
記
念
式
典
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」



■
特
徴
／

　

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申

　
　

し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す

　

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

　
　

と
な
り
ま
す

　

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

　

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
で
す
が
、
税
法

　
　

上
非
課
税
と
な
り
ま
す

　

・
事
業
主
が
変
っ
て
も
企
業
間
を
通
算

し
て
計
算
さ
れ
ま
す

問
建
退
共
北
海
道
支
部

　

☎
０
１
１
―
２
６
１
―
６
１
８
６

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、
嫌
が
ら

せ
、差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
無
料
、
匿
名
可
、
秘
密
厳
守

相
談
専
用
電
話（
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０
―
７
７
１
―
２
０
８

■
受
付
／
月
～
金
曜
日
※
祝
日
、
12
月
29

　

日
～
1
月
３
日
を
除
く

■
時
間
／
９
時
～
17
時

消 費 者 コ ー ナ ー
倶知安消費者協会

12 月はお金の忙しい月です

■悪質な業者が私たちを狙っています

　「自分だけは大丈夫」と思わないで「だま

されないための十か条」しっかり守って被害

を防ぎましょう !!

「だまされないための十か条」

1　「うまい話、この世にない !!」

2　ドアを開ける前に、まず目的を聞く

3　「話しだけでも聞いてみよう」はキケン !!

4　点検を装う業者、気を付けて

5　うますぎるもうけ話には落とし穴

6　身に覚えのない請求には応じない

7　疑おう、人のふところ聞く業者

8　勇気を出してきっぱり断ろう !!

9　しつこく言い寄る相手には 110 番

10　簡単に署名押印せず

　　　　　　　「契約は急がず慎重に」

■消費生活相談室（公民館１階団体室）

■月・水・金曜日 10 時～ 15 時　☎ 23-1522
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落
雪
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

今
年
も
雪
が
降
り
積
も
り
、
除
雪
に
大

変
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
毎
年
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
や
除
雪

中
の
転
落
事
故
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
作
業
な
ど
を
行
う
場
合

は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
気
温
が
上
が
る
午
後
な
ど
は
、
屋
根
の

雪
の
緩
み
に
注
意
す
る

・
す
べ
り
止
め
の
付
い
た
靴
を
履
き
、
安

全
な
服
装
で
作
業
す
る

・
転
落
防
止
の
た
め
に
命
綱
を
必
ず
使
用

す
る

・
は
し
ご
を
し
っ
か
り
固
定
し
、
昇
り
降

り
は
特
に
注
意
す
る

・
必
ず
２
人
以
上
で
作
業
を
行
い
、
や
む

　

を
得
ず
１
人
で
行
う
場
合
は
家
族
や
隣

近
所
に
声
を
か
け
る

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

11 月 15 日 ( 水 ) までに住民環境課住民係へ

届け出があったもので、承諾を受けた内容

について掲載しています。

平成 29 年 平成 28 年
人　身 20 件 31 件
物　損 445 件 496 件
死　者 0 名 0 名

10 月末までの
町内交通事故発生状況

平成 29 年 平成 28 年
火　災 11 件 6 件
救　急 708 件 684 件
救　助 21 件 31 件
その他 138 件 73 件

10 月末までの災害出動状況

おたんじょう
おめでとう

・
軒
下
か
ら
の
雪
や

　

つ
ら
ら
の
落
下
に

　

注
意
を
し
、
軒
下

　

で
は
子
ど
も
た
ち

　

を
遊
ば
せ
な
い

こ
れ
ら
の
こ
と
に

注
意
し
て
安
全
な
作

業
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

人の動き　平成 29 年 10月末現在

人　　　　　口

　　　男

　　　女

世　　帯　　数

15,327 人

 7,723 人

 7,604 人

7,975 世帯

（前月比 - 16）

（前月比 -  9）

（前月比 -  7）

（前月比 - 11）

うち外国籍住民 542人（前月比 -  5）

主
な
事
件

▽
窃
盗
（
職
場
ね
ら
い
）
事
件
の
発
生

勤
務
中
、
職
場
休
憩
室
に
置
い
た
手
提

げ
バ
ッ
グ
か
ら
現
金
が
盗
ま
れ
ま
し
た
。

▽
器
物
損
壊
事
件
の
発
生

駐
車
中
の
車
両
に
ス
プ
レ
ー
で
落
書
き

さ
れ
る
事
件
が
あ
り
ま
し
た

▽
窃
盗
（
車
上
ね
ら
い
）
事
件
の
発
生

窃
盗
目
的
で
、
一
般
住
宅
に
駐
車
中
の

車
両
の
鍵
穴
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
盗

ま
れ
た
物
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

交
通
事
故

▽
10
月
6
日
、
国
道
の
十
字
路
交
差
点
に

　

お
い
て
、
前
方
不
注
視
に
よ
り
、
信
号

　

待
ち
停
止
中
の
車
両
に
追
突
す
る
事
故

が
発
生
し
ま
し
た

▽
10
月
25
日
、国
道
の
直
線
路
に
お
い
て
、

ごめいふくをお祈りします

　
　ドラマや CM などで、裁判官が木づちを持っていることがあり

ます。おそらくアメリカの法廷のイメージが定着したものと思わ

れますが、日本の法廷では木づちは置かれていません。

　法廷では、一番高い位置に裁判官がいます。裁判官は「法服」

と呼ばれる黒い服を着用しており、これは、「何ものにも染まら

ない」公平性を表しているそうです。素材は、昔は絹 100 ㌫でし

たが、今は混紡となっているそうです。破れたりしたときは、新

しいものと交換となるそうなので、絹にこだわりのある裁判官は、

繕いながら大切に使っているそうです。

　法廷では、裁判中の録音・録画は一般的に禁止ですが、メモを

とることはできます。実は、平成元年ころまでは、メモも禁止で

した。（事実上の黙認はあったようですが）しかし、あることがきっ

かけで、認められるようになったのです。

　レペタさんというアメリカの弁護士が、日本での裁判傍聴の際、

メモを取る許可を複数回求めましたが、許可されませんでした。

そこでレペタさんは、メモを取る権利があるはずだとして、訴え

を提起しました。最高裁はこれに対し、「特段の事情のない限り、

これを傍聴人の自由に任せるべきであり、それが憲法 21 条 1 項

の規定の精神に合致する」と述べ、これをきっかけとして、法廷

でのメモが広く認められるようになったのです。

　今、私たちが当然のようにメモをとり、報道で裁判の詳細を知

ることができるのは、一人のアメリカの弁護士の闘いがあったか

らだと考えると、裁判報道の見方も変わるかもしれませんね。
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法
廷
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

右
方
か
ら
飛
び
出
し

　

て
き
た
鹿
と
衝
突
す

　

る
事
故
が
発
生
し
ま

　

し
た

問
町
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

　

☎
56
―
８
０
０
５

■
内
容
／
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
英
語
研
修
、

　

文
化
交
流
、
地
域
見
学
、
野
外
活
動
な

　

ど
■
日
程
／
平
成
30
年
3
月
22
日
㈭
～
平
成

　

30
年
4
月
4
日
㈬
の
う
ち
6
～
10
日
間

■
研
修
国
／
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
サ
イ

　

パ
ン
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ

　

ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

■
対
象
／
小
3
～
高
３
ま
で

■
定
員
／
10
～
20
名

■
参
加
費
／
22
万
8
千
～
45
万
８
千
円

※
日
程
お
よ
び
対
象
は
コ
ー
ス
に
よ
り
異

な
り
ま
す

問
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
03
―
６
４
１
７
―
９
７
２
１

■
日
時
／
平
成
30
年
１
月
10
日
㈬

　

10
時
～
（
受
付
９
時
30
分
）

■
場
所
／
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

■
主
催
／
町
青
少
年
育
成
会

※
参
加
申
込
書
は
各
学
校
を
通
じ
て
配
布

―
お
題
―

　

◇
小
学
１
・
2
年
生　

へ
い
わ

　

◇
小
学
3
・
4
年
生　

青
い
空

　

◇
小
学
５
・
6
年
生　

平
和
の
朝

◇
中
学
生

歴
史
に
学
ぶ

問
町
社
会
教
育
課
☎
22
―
４
１
５
１

■
日
時
／
12
月
4
日
㈪
、
13
時
～
16
時

■
場
所
／
町
保
健
福
祉
会
館
会
議
室

■
内
容
／
札
幌
法
務
局
倶
知
安
支
局
職
員

　

や
人
権
擁
護
委
員
が
人
権
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
し
ま
す

問
倶
知
安
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
事
務
局

　

☎
22
―
０
２
３
２
（
札
幌
法
務
局
倶
知

　

安
支
局
内
）

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
当
年
中
に
納
付

し
た
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
29
年
1
月

1
日
か
ら
10
月
2
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
へ
、「
社
会

保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明

書
」
が
11
月
上
旬
頃
か
ら
、
平
成
29
年
10

月
3
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今

年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
に
は
、
平
成
30
年
2
月
1
日
に
送
付

さ
れ
ま
す
。
控
除
証
明
書
の
か
わ
り
に
領

収
証
書
を
添
付
し
て
も
控
除
さ
れ
ま
す
。

こ
の
証
明
書
に
つ
い
て
の
照
会
は
、
控

除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る

番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

け
が
や
急
病
、
交
通
事
故
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
の
正
し
い
対
処
法
を
学
ぶ
講
習

で
す
。

赤
十
字
雪
上
安
全
法
救
助
員
養
成
Ⅱ

ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ス
キ
ー
技
術
、

ゲ
レ
ン
デ
で
の
応
急
手
当
に
つ
い
て
学
習

し
ま
す
。

■
日
時
／
平
成
30
年
１
月
20
日
㈯
～
21
日

　

㈰
9
時
～
16
時

■
受
講
対
象
／
雪
上
安
全
法
救
助
員
養
成

　

Ⅰ
の
資
格
を
有
す
る
方

■
場
所
／
町
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場

■
受
講
料
／
３
０
０
円
（
当
日
）
※
別
途

　

リ
フ
ト
代
が
か
か
り
ま
す

■
申
込
／
平
成
30
年
１
月
10
日
㈬
ま
で
に

　

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日

　

を
添
え
て
「
日
本
赤
十
字
社
倶
知
安
町

分
区
」
宛
て
に
申
し
込
み

問
日
本
赤
十
字
社
倶
知
安
町
分
区
（
町

　

住
民
環
境
課
生
活
安
全
係
内
）
☎
56
―

　

８
０
０
５
（
FAX
23
―
２
０
４
４
）

こ
の
制
度
は
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉

の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
お
り
、
事
業
主
が
労
働

者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と
な

る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の

労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め

た
と
き
に
退
職
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主
／
建
設
業
を
営
む

　

方
■
対
象
と
な
る
労
働
者
／
建
設
業
の
現
場

　

で
働
く
人

■
掛
け
金
／
３
１
０
円

赤
十
字
講
習
会

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
相
談
電
話

特
設
人
権
相
談

小
中
学
生
書
き
初
め
大
会

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

倶知安ひまわり
基金法律事務所

弁護士渡邉　恵介
　☎    21-6228
　HP www.kutchan-himawari-
          lawoffice.com



　

町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
小
学
６
年
生

以
下
の
子
ど
も
は
、
リ
フ
ト
使
用
料
が
無

料
で
す
。

　

受
付
票
に
記
入
し
、
券
売
所
に
提
出
す

る
と
町
民
利
用
者
カ
ー
ド
の
入
っ
た
腕
章

を
渡
し
ま
す
の
で
、
リ
フ
ト
を
利
用
す
る

際
は
必
ず
腕
に
付
け
、
帰
り
に
は
券
売
所

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

「
楽
し
く
、
も
っ
と
上
達
コ
ー
ス
」

　

経
験
豊
か
な
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指

導
に
当
た
り
ま
す
。

小
学
生
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室

－15－ －14－

ＴＯＰＩＣＳ
くっちゃんニュース

　

１
９
８
８
年
（
昭
和
63
年
）
に
運
行
を

開
始
し
、
主
に
札
幌
か
ら
倶
知
安
を
目
指

す
多
く
の
ス
キ
ー
客
を
運
ん
で
き
た
Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
リ
ゾ
ー
ト
列
車
「
ニ
セ
コ
エ
ク

ス
プ
レ
ス
」
が
29
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　

10
月
29
日
（
日
）、
11
月
3
日
（
金
・

祝
）、
4
日
（
土
）
の
3
日
間
は
ニ
セ
コ

エ
ク
ス
プ
レ
ス
ラ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
、
札

幌
～
蘭
越
間
の
各
駅
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
11
月
4
日
の
札
幌
へ
向

か
う
最
終
の
時
間
に
は
、
列
車
の
到
着
前

か
ら
そ
の
姿
を
見
よ
う
と
、
ホ
ー
ム
に
人

が
集
ま
っ
て
お
り
、
列
車
の
到
着
に
合
わ

せ
羊
蹄
太
鼓
保
存
会
「
鼓
流
」
に
よ
る
演

奏
が
倶
知
安
駅
に
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
じ
ゃ
が
太
く
ん
・
じ
ゃ

が
子
ち
ゃ
ん
も
駅
の
ホ
ー
ム
に
登
場
し
、

別
れ
を
惜
し
む
住
民
や
鉄
道
フ
ァ
ン
と
と

も
に
、
引
退
す
る
ニ
セ
コ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

の
姿
と
、
乗
り
込
ん
だ
多
く
の
乗
客
を
見

送
り
ま
し
た
。

栄
誉
を
た
た
え
て

俱
知
安
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、前
年
度
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
お
い
て
活
躍
し
た
選
手
・

団
体
に
倶
知
安
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
を
授
与
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
栄

誉
賞
に
2
個
人
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
1
個
人
と
1
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
に
17
個
人

と
5
団
体
が
選
ば
れ
、
11
月
4
日
（
土
）
に
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
か
っ
こ

内
は
競
技
名
、
敬
称
略
、
成
績
略
）

29
年
間
あ
り
が
と
う

ニ
セ
コ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

■
営
業
期
間
／
12
月
23
日
（
土
）
～
平
成

　

30
年
3
月
4
日
（
日
）
※
積
雪
の
状
況

　

に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

■
ナ
イ
タ
ー
営
業
日
／
毎
週
火
・
木
曜
日

　
（
火
・
木
曜
日
が
休
業
と
な
っ
た
場
合

　

は
翌
日
ナ
イ
タ
ー
営
業
）、
12
月
23
・

　

27
・
29
日
、
平
成
30
年
2
月
17
日

■
町
民
無
料
デ
ー
／
12
月
23
日
、
平
成
30

　

年
1
月
14
日
、
平
成
30
年
2
月
17
・
18

　

日
、
平
成
30
年
3
月
4
日

■
休
業
日
／
毎
週
月
曜
日
※
月
曜
日
が
祝

　

祭
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日

■
営
業
時
間
／

【
通
常
営
業
日
】

　

9
時
～
16
時（
リ
フ
ト
最
終
15
時
45
分
）

【
ナ
イ
タ
ー
営
業
日
】

　

9
時
～
21
時（
リ
フ
ト
最
終
20
時
45
分
）

※
ス
キ
ー
大
会
の
実
施
な
ど
に
よ
り
変
更

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

10
月
26
日
（
木
）、
町
総
合
体
育
館
で

小
学
校
1
・
2
年
生
を
対
象
と
し
た
ス

ポ
ー
ツ
教
室
（
町
教
育
委
員
会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
お

よ
び
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
が
、
集
ま
っ
た
約

40
名
の
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
当
た
り
ま

し
た
。

　

こ
の
日
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
、
ボ
ー
ル

を
投
げ
る
際
の
体
の
使
い
方
な
ど
を
中
心

に
進
め
ら
れ
、
一
列
に
並
ん
で
の
ボ
ー
ル

の
受
け
渡
し
に
始
ま
り
、
内
野
と
外
野
に

分
か
れ
外
野
が
転
が
し
た
ボ
ー
ル
を
内
野

が
よ
け
る
と
い
っ
た
運
動
や
、
ボ
ー
ル
を

バ
ウ
ン
ド
さ
せ
て
投
げ
る
運
動
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

指
導
に
当
た
っ
た
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
は
「
気
温
が
下
が
っ
て
く
る
と
、
子
ど

も
た
ち
が
外
で
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
機
会

が
減
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
倶
知
安

で
は
こ
れ
か
ら
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大

会
（
11
月
4
日
（
土
）
開
催
、
本
号
2

ペ
ー
ジ
「
ま
ち
の
話
題
」
に
掲
載
）
が
開

冬
も
元
気
に
運
動
を
！

小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞

　

過
去
に
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し
、
か
つ

町
を
代
表
す
る
選
手
と
し
て
全
国
大
会
に

優
勝
し
た
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム

住
吉　

輝
紗
良（
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
）

小
川　

規
子
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）

ス
ポ
ー
ツ
賞

　

町
を
代
表
す
る
選
手
と
し
て
全
道
大
会

に
優
勝
、
も
し
く
は
全
国
大
会
に
上
位
の

成
績
を
収
め
た
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム

湊
屋　

幸
菜
（
陸
上
競
技
）

後
志
地
方
銃
剣
道
連
盟
倶
知
安
支
部

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　

町
を
代
表
す
る
選
手
と
し
て
全
道
大
会

に
上
位
の
成
績
を
収
め
た
者
、
も
し
く
は

管
内
大
会
に
優
勝
し
た
個
人
ま
た
は
チ
ー

ム木
村　

勝
豊
（
銃
剣
道
）

木
村　

信
雄
（
銃
剣
道
）

齋
藤　

純
夫
（
銃
剣
道
）

川
中　

朝
陽
（
陸
上
競
技
）

土
谷　

香
恋
（
陸
上
競
技
）

三
上　

朔
弥（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

大
野　

加
鈴
（
水
泳
）

カ
ー　

な
お
み
（
水
泳
）

佐
藤　

晏
人
（
水
泳
）

盛
合　

凜
華
（
陸
上
競
技
）

小
松　

瑞
歩
（
陸
上
競
技
）

成
田　

友
哉
（
陸
上
競
技
）

カ
ー　

涯
（
陸
上
競
技
）

門
馬　

怜
生
（
陸
上
競
技
）

高
橋　

那
月
（
陸
上
競
技
）

新
井　

朝
海
（
陸
上
競
技
）

川
口　

奨
士
（
陸
上
競
技
）

倶
知
安
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団

倶
知
安
中
学
校
陸
上
部

倶
知
安
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

倶
知
安
中
学
校
水
泳
部

北
部
方
面
対
舟
艇
対
戦
車
隊

町
民
み
ん
な
の
ス
キ
ー
場

旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
は
12
月
23
日
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す

　

小
川
原
脩
記
念
美
術
館
が
、
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
「
ふ
る
さ
と
を
描
こ
う
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
第
10
回
と
な
っ
た
今
年
は
、

後
志
管
内
12
の
小
学
校
か
ら
62
点
の
応
募

が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
全
18
点
を
「
ふ
る

さ
と
賞
」
と
し
て
選
考
し
ま
し
た
。
町
内

の
受
賞
者
と
受
賞
校
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
か
っ
こ
内
は
学
校
名
、
敬
称
略
）

ふ
る
さ
と
賞

廣
瀬　

雄
介
（
倶
知
安
小
1
年
）

荒
木　

柊
（
東
小
2
年
）

芦
田　

一
瑚
（
東
小
3
年
）

小
野　

燿
大
（
倶
知
安
小
4
年
）

荒
木　

宙
（
東
小
4
年
）

船
山　

隼
颯
（
北
陽
小
5
年
）

川
本　

悠
月
（
北
陽
小
5
年
）

小
池　

蓮
（
北
陽
小
6
年
）

辻　

裕
輝
（
北
陽
小
6
年
）

佐
藤　

歩
実
（
倶
知
安
小
6
年
）

学
校
賞

北
陽
小
学
校

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

ふ
る
さ
と
を
描
こ
う

　

倶
知
安
町
と
ス
イ
ス
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
市

は
、
昭
和
39
年
に
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん

で
以
来
、
中
高
生
を
相
互
に
派
遣
し
合
う

青
少
年
交
流
事
業
な
ど
の
交
流
を
続
け
て

い
ま
す
。
青
少
年
交
流
に
関
す
る
連
絡
調

整
や
現
地
で
の
案
内
な
ど
を
通
じ
て
こ
の

事
業
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
の
が
在
サ
ン

モ
リ
ッ
ツ
通
信
員
の
存
在
で
す
。
平
成
9

年
か
ら
20
年
に
わ
た
り
在
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

通
信
員
を
務
め
て
い
た
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・

ポ
ー
リ
ン
ガ
ー
氏
が
今
年
辞
任
し
、
新
た

に
ズ
ー
ズ
ィ
ー
・
ヴ
ィ
ト
ゥ
レ
ヒ
テ
ィ

ガ
ー
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

在
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
通
信
員

ズ
ー
ズ
ィ
ー
氏
に
決
定

▲ 11 月 3 日（金・祝）表彰式で作
　品の講評を述べる徳丸滋さん（右）

平成 30 年 1 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

平成 30 年 2 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28

平成 30 年 3 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4

平成 29 年 12 月
日 月 火 水 木 金 土

23
24 25 26 27 28 29 30
31

■
日
時
／
平
成
30
年
1
月
10
日
（
水
）
～

　

11
日
（
木
）、
18
時
～
20
時

■
会
場
／
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場

■
募
集
人
員
／
先
着
50
名

■
参
加
料
／
７
０
０
円
（
保
険
料
込
）

■
締
切
／
平
成
30
年
1
月
7
日
（
日
）

■
申
込
方
法
／
申
込
書
と
参
加
料
を
持
参

　

の
上
、
町
総
合
体
育
館
へ

問
町
総
合
体
育
館
☎
22
―
２
２
８
８

町
内
の
小
学
生
以
下
は
リ
フ
ト
無
料

催
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
今
回
の
投

げ
る
運
動
の
教
室

は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
良
い
練

習
の
機
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し

た
。

通常営業日
ナイター営業日
休業日

赤字 町民無料デー

新・在サンモリッツ通信員

ズーズィー・ヴィトゥレヒティガーさん
水泳とスキーが得意な女性です。平成
26 年 11 月には、サンモリッツ市と神奈
川県箱根町との友好都市提携調印に際
し、同市の代表として日本を訪れており、
また近年は倶知安からの代表団に対し現
地での案内をしてくれています。



問熊谷・大本・橋本川島・和工特定建設工事企業体
　☎ 21 － 2681

－17－ －16－

ＴＯＰＩＣＳ
くっちゃんニュース

11
月
11
日
か
ら
17
日
の
一
週
間
は
、
毎

年
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
、
全
国
で
税

に
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
13
日
（
月
）
に
は
小
学
4
年
生
か

ら
6
年
生
ま
で
を
対
象
に
、
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
の
税
金
の
役
割
を
知
り
、
理
解

と
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
21

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」（（
公
社
）
南
後

志
法
人
会
女
性
部
会
）
に
お
い
て
北
海
道

法
人
会
連
合
会
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
会

長
賞
と
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
荒
川
桃
百

さ
ん
（
西
小
6
年
）
と
倶
知
安
税
務
署
長

賞
を
受
賞
し
た
楠
桃
華
さ
ん（
西
小
5
年
）

の
作
品
に
対
す
る
表
彰
式
が
西
小
学
校
校

長
室
で
行
わ
れ
、
角
田
博
子
部
会
長
と
倶

「
税
を
考
え
る
週
間
」
11
月
11
日
～
17
日

子
ど
も
た
ち
も
税
金
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た

第
６
次
総
合
計
画

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

トラックの往来にご注意ください

　本年 7 月から始まった二ツ森トンネル（鹿子）工事に伴
う発生土については、これまで町内峠下の仮置場へ運搬し
ていましたが、11 月から当初の受入地であった花園牧場へ
の運搬を開始しました。運搬に係るトラックの運行経路は
以下のとおりとなります。通行の際はご注意ください。

　

10
月
25
日
（
水
）
か
ら
27
日
（
金
）
の

3
日
間
、
倶
知
安
中
学
校
が
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
施
し
、
同
校
2
年
生
が
町
内

に
あ
る
事
業
所
で
働
く
こ
と
を
体
験
し
ま

し
た
。

役
場
住
民
環
境
課
で
職
場
体
験
を
し
た

生
徒
は
、
11
月
6
日
（
月
）
ま
で
行
わ
れ

て
い
た
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
配
付
す
る

た
め
の
資
料
作
成
な
ど
を
手
伝
い
、
携

わ
っ
た
男
子
生
徒
は
、「
町
民
の
皆
さ
ん

の
手
に
渡
る
大
切
な
も
の
な
の
で
、
間
違

え
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
っ
て
作
業
す
る

の
が
大
変
で
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
農
林
課
・
農
業
委
員
会
で
認
定

農
業
者
農
産
物
即
売
会
（
10
月
28
日
（
土
）

役
場
前
に
て
実
施
）
の
準
備
と
し
て
野
菜

の
選
別
や
運
搬
な
ど
を
行
っ
た
生
徒
は
、

「
公
務
員
の
仕
事
と
い
う
と
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
が
中
心
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
部

署
に
よ
っ
て
は
肉
体
労
働
も
多
い
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

倶
中
2
年
生
が

町
内
各
所
で
職
場
体
験

北海道新幹線二ツ森トンネル工事
大雪や暴風雪に備えましょう

　冬は、北海道付近を低気圧が通過する時や冬型の気圧
配置で季節風が強まる時などに大雪や暴風雪となりま
す。また石狩湾付近に小さな低気圧が発生すると局地的
に短時間で大雪や暴風雪になることがあります。これに
より、道路の通行止めや交通機関の運休、車が立ち往生
して身動きが取れなくなることなどがあり、また雪崩や
停電の発生にもつながります。
　札幌管区気象台では、大雪などの影響により重大な災
害の恐れがあると予想した場合には、それぞれ「大雪警
報」や「暴風雪警報」を発表します。また気象台は関係

防災に関するお知らせ

▲住民環境課で町指定ごみ袋をてい
ねいに折りたたみ、転入者配付用に
包装する生徒たち

各施設の休業日
施　設　名 休　　業　　日

役場
12 月 30 日（土）～ 1 月 8 日（月）

保健福祉会館
子育て支援センター

12 月 31 日（日）～ 1 月 5 日（金）
公民館
絵本館

12 月 27 日（水）～ 1 月 5 日（金）
世代交流センター
公民館図書室 12 月 28 日（木）～ 1 月 5 日（金）
総合体育館 12 月 30 日（土）～ 1 月 5 日（金）
学校夜間開放 12 月 30 日（土）～ 1 月 8 日（月）
旭ケ丘スキー場 12 月 31 日（日）～ 1 月 1 日（月）
小川原脩記念美術館

12 月 30 日（土）～ 1 月 5 日（金）
倶知安風土館
倶知安斎場 1 月 1 日（月）～ 2 日（火）
国・道の機関 12 月 29 日（金）～ 1 月 3 日（水）

12 月  1 月
29 日㈮ 30 日㈯ 31 日㈰ 1 日㈪ 2 日㈫ 3 日㈬ 4 日㈭ 5 日㈮ 6 日㈯ 7 日㈰ 8 日㈪ 9 日㈫

ごみの収集 通 常 通 常 休 み 休 み 休 み 休 み 通 常 通 常 通 常 休 み 通 常 通 常

清掃センター
資源リサイクルセンター 通 常 15 時で

受入終了 休 み 休 み 休 み 休 み 通 常 通 常 通 常 休 み 通 常 通 常

エコガレージ 通 常 通 常 通 常 休 み 休 み 休 み 休 み 通 常 通 常 通 常 休 み 休 み

　年末から年始にかけて役場ほか町内各施設は、表《各
施設の休業日》のとおり休業しますのでお知らせします。
なお、役場と保健福祉会館については 10 日間の休業と
なることから次のとおり窓口を臨時開設します。一部の
窓口を除き、平日同様の各種届出と対応が可能です。
■臨時窓口開設日時／
　平成 30 年 1 月 5 日（金）9 時～ 13 時
■開設窓口／
　《役場庁舎》住民環境課住民係（証明書などの発行に
　限る）・福祉医療課国保医療係・税務課・出納室・水
　道課総務係
　《保健福祉会館》福祉医療課

1 月 5 日は窓口を臨時開設します
年末年始施設の休業とごみの収集について

ごみの収集など

機関と共同で「暴風雪への備え」に
関するリーフレットを作成していま
す。これらの情報を有効に活用し
て、大雪や暴風雪による災害に備え
ましょう。

問札幌管区気象台天気相談所
　☎ 011 － 611 － 0170
　HP：http://www.jma-net.go.jp/sapporo/bousaikyouiku
　　　/schoolbousai/boufusetsu/boufusetsu.html

最優秀賞 荒川　桃百 西小 6 年

優秀賞
北原　かのん 西小

樺山分校 5 年
瀬川　光貴 東小 4 年
松井　咲恵 東小 5 年

税務署長賞 楠　桃華 西小 5 年

町
で
は
、
平
成
32
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
「
第
6
次
倶
知
安
町
総
合
計
画
」
の

策
定
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
は
、
町
民
を
は
じ
め
町
に
関
わ

る
全
て
の
人
が
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
た
め
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

計
画
の
策
定
に
向
け
て
町
は
、
５
月
に

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
策
定
委
員
会

を
開
催
す
る
ほ
か
、
そ
の
基
本
構
想
を
ま

と
め
る
に
あ
た
り
役
場
職
員
に
よ
る
庁
内

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
町
民
に
よ
る
町
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
し
ま
し
た
。

10
月
30
日（
月
）

に
は
第
1
回
町
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
開
催
さ
れ
、
今

後
の
本
格
的
な
作

業
に
向
け
て
の
第

一
歩
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
打
ち
解

け
る
た
め
の
議
論

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
今
後
４
～
５
回
程
度
行
わ
れ

る
予
定
で
、
そ
の
様
子
を
含
め
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
や
策
定
委
員
会
の
内
容
な
ど
、
詳

し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

問
町
総
合
政
策
課
☎
56
―
８
０
０
１

　

http://w
w

w
.tow

n.kutchan.jp/tow
n_

adm
iniatration/m

atidukuri/2698/

▶
写
真
左
か
ら
、
山
之
内
署
長
、
楠
さ
ん
、

　

荒
川
さ
ん
、
角
田
部
会
長
、
渋
谷
校
長

知
安
税
務
署
山
之
内
誠
二
署
長
か
ら
、
表

彰
状
と
記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
17
日
（
金
）
に
は
、
将
来

を
担
う
中
学
生
が
税
に
関
す
る
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
作
文
を
書
く
こ
と
を
通
じ

て
、
税
に
つ
い
て
の
関
心
と
正
し
い
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
に
お

い
て
倶
知
安
税
務
署
長
賞
を
受
賞
し
た
斉

藤
颯
太
さ
ん
（
倶
中
１
年
）
の
表
彰
式
が

倶
知
安
中
学
校
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。「

税
金
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
作
文
で
受
賞
し
た
斉
藤
さ
ん
は
山
之

内
署
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
受
け
取

り
、「
こ
の
作
文

を
書
く
た
め
に
、

税
金
に
つ
い
て
調

べ
た
り
し
た
こ
と

で
、
改
め
て
そ
の

大
切
さ
が
分
か
り

ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。



「小川原脩展　アジアの街角で」

　小川原脩は晩年の大きな転換点ともいえるアジアへの旅で、中国桂

林、チベット、インドのそれぞれの風物に、鮮烈な印象を受けました。

小川原脩が描いた、アジアの街角で人と動物たちが繰り広げる悠々と

した時間。あたたかな色彩に包まれた作品をどうぞご覧ください。

　会期：12 月 2 日（土）～平成 30 年 4 月 15 日（日）

「シャネル ＆ ストラヴィンスキー」2009 年 /119 分 / フランス（字幕） 

　パリ、1913 年。ロシアの天才作曲家ストラヴィンスキーの「春の祭典」

の初演は、観客の罵声と怒号に包まれましたが、その客席には、まだ若

きココ・シャネルの姿もあったのです。二人の運命は？

　日時：12 月 16 日（土）14 時～ 16 時 10 分

　お話し：柴　勤（当館館長）　会場：当館映像ルーム　聴講無料

12 月の休館日

1日（展示替え休館）、5日、12日、19日、26日、
30日～１月5日（年末年始休館）

開館時間は 9時～ 17 時
（入館は 16 時 30 分まで）

小川原脩記念美術館
☎ 21-4141

倶知安風土館
☎ 22-6631

－19－ －18－

■常設展示

■企画展示

　「ミリキタニの猫」。ニューヨークで

路上生活を送る日系アメリカ人画家の

ドキュメンタリー映画。日本名、三力

谷勉。カリフォルニアに生まれ、少年

時代を両親の故郷広島で過ごすもの

の、世界と日本を結ぶ芸術家を夢見て

帰国。しかし、第二次大戦が始まると

強制収容所に送られ、アメリカの市民

権も失う。ここで歯車が狂った。

　冬の凍てつく夜も段ボール箱が終の

棲家。昼間は路上、公園をアトリエに、

ひたすら猫を描き続ける 80 過ぎの、

自称グレート・アーティスト。自分の

道を邁進する姿には言葉を失う。ここ

にも一人、小川原脩同様、戦争に翻弄

された画家がいる。一方では、その苦

境を乗り越える美術の底力を、改めて

思い知らされもした。

美術と社会

柴
しば

 　勤
つとむ

館　長

「徳丸晋 写真展『水面』－ minamo －」

　倶知安町在住の写真家・徳丸晋さんの写真作品「minamo」シリーズ

を紹介します。フィールドとする半月湖は倶知安町の豊かな自然を象

徴する場所とも言えます。独自の視点で水面の色彩の変化を捉えた徳

丸晋さんの作品世界との出会いをお楽しみください。

　会期：12 月 2 日（土）～平成 30 年 2 月 4 日（日）

「クレー　色彩の管弦楽」

　スイスのベルンに生まれ、美しい色彩と豊かな想像力により叙情的

な抽象世界を生み出したパウル・クレー。音楽家でもあったクレーの

実像を、残された作品や遺留品から探ります。

　日時：12 月 9 日（土）14 時～ 15 時

　お話し：柴　勤（当館館長）　会場：当館映像ルーム　聴講無料

■土曜サロン

―ヌーとエゾシカ 決死の大移動―
416 回

『鴉と壺』

1989 年　小川原　脩　画

　テレビや絵本でもおなじみ、「ヌーの大移動」をご存知でしょうか。膨大

な数のヌーが地平線から地平線まで延々と群れをなし、1500km 以上の距離

を移動するのです。草原にはライオン、川にはワニが獲物の到来を察知して

集まり、命を狙っているにも関わらず。

　なぜ、彼らは大移動するのでしょうか。アフリカの気候には雨季と乾季と

いう二つの時期しかありません。ヌーたちは乾季になると飲み水と草（食糧）

を求め、湿潤な地域に集合することになりますが、そのような高密度状態で

は、雨季になる頃には草は食べ尽くされます。今度は繁殖に耐えうる栄養を

求め、手つかずの草を求めて移動しなければなりません。大移動の理由は、

　小川原脩が描いた動物は「馬・犬・おおはくちょう」に

代表されるが、実はカラスも、白鳥と並ぶほど多くの作品

に登場している。カラスは 1940 年代のシュルレアリスム

の作品群にも登場しているが、頻繁に描かれるようになっ

たのは 1986 年、75 歳でインドを訪れて以降である。彼が

インドで見たカラスは、私たちが日頃見ている種類とは少

し違った特徴のある、首のあたりが白っぽいカラスだった。

　そのカラスが一羽、大きな丸い壺に留まっている。イン

ドではガンジス河は聖なる河であり、その聖なる水を入れ

るための壺だそうだ。小川原はガンジス上流のハリドワールやリシケシュを訪れ、直径が 50 センチ以上もある球体

の素焼きの壺が売られているのを見て、ひどく心に残ったと記している。

　口の細い壺がふたつ、球の大壺がひとつ、顔の向きや足の角度に、微妙な違いのあるカラスが 3羽。それぞれの形

は単純化され、古代エジプトの絵文字、はたまた音符の様でもある。音楽家であったなら、この 6つの音符で、旋律

が出来上がるのかもしれない。

　文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

草と水、そして繁殖のためなのです。

 ところで、倶知安にもヌーと同じ有蹄類のエゾシカがいます。近年、倶知安でのエゾシカ目撃情報は増えているよ

うです。目撃情報のほとんどは春から秋にかけてで、冬はめっきり減ります。どうやら、倶知安に生息する個体数は

季節的に変化しているようです。

 実は、エゾシカもヌーと同様、季節的に移動する習性を持ちます。春に倶知安へ訪れたエゾシカは、秋には倶知安

を去り、雪の少ない地域で越冬していると考えられます。倶知安のような多雪地では移動が困難なうえ、ササなどの

食料が雪に覆われてしまうため、生きていけないのです。それでも春に倶知安を訪れるのは、豊富でおいしい草を好

きなだけ食べられるからです。

 想像してみてください。私たちの住む北海道で、私たち人間よりも大きな体を持つエゾシカ、推定 100 万頭弱が毎

年何十 km も行き来している様を。自然の中には、目を凝らして見なければ気付かないような小さなものがある一方、

ダイナミックすぎて捉えきれないものもあるのです。

文：上井　達矢（倶知安風土館　生涯学習専門員）

■アート・シネマ館

■アーティスト・トーク

「徳丸晋の写真世界そして minamo」

　10 年以上にわたり、羊蹄山麓に佇む半月湖の水面を撮り続ける徳

丸晋さん。展覧会のオープン記念として、ご自分の作品についてさま

ざまな角度からお話ししていただきます。

　日時：12 月 2 日（土）10 時～

　講師：徳丸　晋さん（写真家）　会場：当館第 2展示室（無料）

展覧会のお知らせ

アート・イベントのお知らせ

アート探訪〈みて☆きいて〉9

▲秋、エゾシカの足跡（町内大和）

■ミュージアム・コンサート
「クリスマス・キッズ・コンサート　2017」

　毎年恒例のキッズが主役のクリスマス・コンサート。多くのお子さんの楽器

演奏、歌声をお楽しみください。また、オジサン・グループの特別出演やサン

タさんからのプレゼントもあります。

　演奏：町内の各小学校・音楽教室の皆さんなど

　対象：お子さまから大人までどなたでも

　日時 :12 月 23 日（土・祝）17 時 30 分～ 19 時 30 分

　会場：当館第１展示室（無料）　 ▲昨年のコンサートの様子



外食こそ栄養バランスを整えるチャンスに

　雪が降り、すっかり冬の景色となりました。忘年会や
クリスマス、お正月など食べたり飲んだり楽しい機会が
たくさんありますが、体重コントロールをするのが難し
いという声をよく聞きます。意識を変えて「外食こそチャ
ンス！」と考えましょう。
　野菜不足の方はサラダや野菜の入った料理を選び、魚
が不足している方は焼き魚や刺身を選んだりすると、普
段足りない栄養を補うことができます。ただし、ご飯類、
麺類、揚げ物、アルコールが増えると、肥満につながる
ので、気をつけながら楽しみましょう。もし食べ過ぎて
しまったら、体重計に乗り、早めに元の体重に戻すこと
を心がけてみましょう。

くろくんとちいさいしろくん こねてのばして からだ事件簿 青の王

なかやみわ ヨシタケシンスケ 坂井建雄 廣嶋玲子

　

ミステリークロック 花になるらん
明治おんな繁盛期

欺きの童霊 なんでも小鍋
毎日おいしい 10 分レシピ

貴志祐介 玉岡かおる 輪渡颯介 小田真規子
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North Design（
株

）

にかけて開催された町総合文化祭では、多くの個人・

団体による歌、踊り、演奏、絵画、書道や生け花など

文化活動の披露があり盛会でありました。しかし、各

分野で若い人への継承が課題になっていますのでそれ

ぞれの文化活動を応援していきたいです。

　11 月は、来年度の予算編成前に向け、北海道新幹

線および高速道路（小樽～倶知安間）の早期完成、倶

知安駐屯地拡充・生活環境整備および積雪寒冷地域の

諸対策の要望活動を国など関係機関に行いました。

　また 23 日には、子ども議会が開催され、各学校の

児童・生徒会長が議員となり、学校内の Wi-Fi 整備を

はじめ通学路、図書館の整備などに関する質問があり、

町長・教育長が答弁をしました。子ども議員から出さ

れた真摯な提案や課題などを今後の町政運営に活用し

ていきたいと考えております。

　12 月はどこか慌ただしさが増し、交通事故も多い

月となりますので、安全運転を心掛け、新しい年を元

気にお迎えください。

　今年も残すところ一カ

月となりました。振り返

るにはまだ少し早い気も

しますが、この 1年間の

事業について考えること

も必要ですね。

　さて、10 月から 11 月

西江栄二

－20－

絵本館

公民館 3 階図書室 10 ～ 17 時（月曜休館）
※ 12 月 28 日（木）～ 1 月 5 日（金）は年末年始のためお休み
　 12 月の図書整理日はありません

新着図書のお知らせ

10 ～ 18 時（水曜休館）
※ 12 月 27 日（水）～ 1 月 5 日（金）は年末年始のためお休み
　 12 月の図書整理日はありません

今日は何を食べよう？

　上記の目安は 1 種類を飲む場合の適正量になるので、
色々な種類のお酒を楽しみたい方は、1 種類の量を減ら
すなど工夫して楽しんでください。
※病気で治療中の方はかかりつけ医に相談してください

栄養士　岩井麻未

ウィスキー

60ml

ビール

500ml

日本酒

180ml
赤ワイン

200ml

焼酎

100ml

酎ハイ

500ml

1 日のアルコール適正量

くっちゃん産  ななつぼし
ぜひ食べてみてください♪
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